
企業リスクとメンタルヘルス管理！ 
  ■企業リスクとしてのメンタルヘルス 

    管理の取り組みについて 

元永技術士事務所 代表 元 永 優 一 
 

技術士【建設部門】  ／  福岡大学 工学部 非常勤講師 
１級土木施工管理技士  ／  １級建築施工管理技士 

 メンタルヘルス教育研修トレーナー 【中央災害防止協議会認定】 
ISO・OHSAS審査員・コンサルタント

【QMS,EMS,ISMS,RSTMS,BCMS,OHSAS】 

～中小企業の業績向上に直結するメンタルヘルスマネジメント～ 

27. Nov., 2016 ⒸY.Motonaga 

一般社団法人 九州産業コンサルタント協会 理事 
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技術士活動について 

技術士 Professional Engineer とは 
 

「科学技術に関する技術的専門知識と高等の応用能力及び豊富な
実務経験を有し、公益を確保するため、高い技術者倫理を備えた、
優れた技術者」の育成を図るための、国による資格認定制度（文部
科学省所管）です。有資格者のみに技術士の名称の使用を認める
ことにより、技術士に対する社会の認識と関心を高め、科学技術の
発展を図ることとしています。 
 

 「技術士」は、産業経済、社会生活の科学技術に関するほぼ全て
の分野（建設・機械・電気・電子など２１の技術部門）をカバーし、先
進的な活動から身近な生活にまで関わっています。  
 

 また、「技術士」は、国によって科学技術に関する高度な知識と応
用能力が認められた技術者で、科学技術の応用面に携わる技術者
にとって最も権威のある国家資格です。 
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さらに、「技術士」は、「技術士法」により高い技術者倫理を備え、継
続的な資質向上に努めることが責務となっています。 
 

「技術士制度」誕生の背景 

 第二次世界大戦後、荒廃した日本の復興に尽力し、世界平和に
貢献するため、「社会的責任をもつて活動できる権威ある技術者」
が必要となり、米国のコンサルティングエンジ二ア制度を参考に 
「技術士制度」が創設されました。 
 1951年6月14日には、日本技術士会設立総会が開かれ日本技術
士会が誕生し、技術士の資格検定及び登録も行うこととなった。 
 

「技術士法」 
 技術士法は、1957年5月20日に制定されました。技術士等の資格

を定め、その業務の適正を図り、もって科学技術の向上と国民経済
の発展に資することを目的としています。 



【要旨】 
 

メンタルヘルスに関する企業の取組みとして、        
ストレスチェックの実施が法制化され、今後ますます 
企業のメンタルヘルス管理は、重要な課題となっていく 
中で、企業リスクとメンタルヘルス管理の関係を整理し、 
どのように 取り組んでいくかについて、リスクマネジメント 
の視点からお話をいたします。 

  
「企業リスクとしてのメンタルヘルス 

管理の取り組みについて」 
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１．メンタルヘルスの現状 
 

  今、企業に何が求められているか？ 
 

２．メンタルヘルス管理で企業が求められること 
 

  健康は、「安全と安心」につながる！ 
 

３．企業リスクとしてのメンタルヘルス 
 

  人財の損失はメンタル管理の欠落からはじまる 
 

４．メンタルヘルス管理の取組みの方向性 
 

  社会に信頼される企業であるための仕組みづくり 
 

５．まとめ【企業の継続的発展】 
 

  企業のCSR・BCPの基礎づくりとなる人財育成 
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労働安全衛生の現状 
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１．メンタルヘルスの現状 
 

  今、企業に何が求められているか？ 

労働安全衛生法 第１条 

・安全な職場 ・健康な職場 ・快適な職場 
 

労働安全衛生法の改訂 
平成18年 ・過重労働の防止  ・リスクアセスメント 

平成28年 ・ストレスチェック  ・化学物質の管理強化 
 

健康問題にみる行政通達 
平成23年 改訂/過重労働による健康障害防止のための総合対策 
平成20年 健康診断結果に基づく事業者が講ずべき措置 
平成19年 事業者における労働者の健康保持増進のための指針 
平成18年 労働者の心の健康の保持増進のための指針 
平成09年 事業者が講ずべき快適な職場環境の形成の 
       ための措置に関する指針 
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如何に良い現場管理をすすめるか 
 

 

⇒ そのために「ラインケア」を実践する必要がある 
 

４つのラインケア 
 １．職場の環境等の改善 ２．部下の把握と対応 
 ３．部下からの相談への対応 ４．教育・研修の推進 

管理・監督者は、 
⇒ 部下がいかに楽しさを実感できる職場形成を図れるか 
⇒ 職場改善活動推進を行う必要がある 

労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS） 
                     ：改善のしくみ・改善の動機付け 
 

＊心の健康から推進する現場安全活動 
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安全衛生委員会付議事項 ： 安全衛生規則 ２１条、２２条 

①心の健康づくり対策、計画 
②リスクアセスメント 【ストレスチェック】  
③安全衛生管理計画 

快適な職場 
１．作業環境、設備、方法の改善 
２．福利厚生等の改善 

１．労務、就業管理の改善 

２．人間関係、職場風土の
改善 

労働衛生管理の目的 ＝職場における健康影響発生リスク＝ 
 

・化学的要因（粉塵、有機溶剤など） 
・物理的要因（騒音・振動・放射線など） 
・生物的要因（アレルギー、細菌など） 
・社会的要因（労働条件、労働態様、人間関係） 
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２．メンタルヘルス管理で企業が求められること 
 

健康は、「安全と安心」につながる！ 

企業はどのような病気を管理する必要があるか 

昭和の時代 ⇒ 基本的に職業性疾病 

平成の時代 ⇒ 職業性疾病 
           産業疲労 
           （過労死、メンタルヘルスなど） 
           私傷病 

事業者には安全配慮義務が求められている 
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労働衛生の３管理 

①健康管理    ⇒ 労働者に対して 
②作業環境管理 ⇒ 作業設備・環境等に対して 
③作業管理    ⇒ 作業方法・手順等に対して 

④労働衛生教育 
⑤労働衛生管理体制  （５管理） 

疾病に対する対策 
 

急性疾病 ⇒ ③ 
慢性疾病 ⇒ ② 
産業疲労 ⇒ ② ＋ ③ 
私傷病    ⇒ ① 
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３．企業リスクとしてのメンタルヘルス 
 

人財の損失はメンタル管理の欠落からはじまる 

健康問題における３つのリスク 
 

１．健康影響発生リスク 
  多様化している現状 
 

２．企業経営リスク 
  経営上 生産性・モラル・労働力・組合 
         労災・査察・訴訟・他企業 
 

３．法的（責任）リスク 
  急性 個人・会社 刑事責任 
  慢性・過労死 会社 民事・行政・社会的責任 
            個人 民事の可能性あり 
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４．メンタルヘルス管理の取組みの方向性 
 

社会に信頼される企業であるための仕組みづくり 

対策のための主要なガイドライン 
１．快適職場づくり          ：平成１９年９月告示第１０４号 
   事業者が講ずべき快適な職場環境形成のための措置に関する指針 

２．メンタルヘルス      ：平成１８年３月基発第０３３１００１号 
  労働者の心の健康の保持増進のための指針 

３．THP活動         ：平成１９年１１月公示第４号 
  事業場における労働者の健康保持増進のための指針 

４．疾病管理、配置管理 ：平成２０年１月公示第７号 
  健康診断結果に基づき事業者が講ずべき措置に関する指針 

５．残業時間管理    ：平成１８年３月基発０３１７００８号 
  過重労働による健康障害防止のための総合対策 
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労働者の心の健康の保持増進のための指針 
 

４つのケア 
 

１．セルフケア【ストレスチェック】 
  労働者自身 知識を深める：ストレスの気づき・対処 

２．ラインケア 
  管理・監督者による リスナー技術 

  職場環境等の改善・個別指導相談 

３．事業場内産業保健スタッフによるケア 
  産業医・衛生管理者による 
  職場実態把握・個別指導相談 
  ラインによるケアへの支援・管理監督者への教育・研修 

４．事業場外資源によるケア 
  事業外資源の活用：地域産業保健センター 
  都道府県産業保健推進センター、中央労働災防防止協会 



27. Nov., 2016 ⒸY.Motonaga 

ラインケアで、管理監督者に期待している活動 

１．作業環境、作業方法、職場環境等の改善 
  ⇒ ３K職場の改善 
 

２．労働時間、疲労、心理的負荷、責任等の負担防止 
  ⇒ 労務、就業管理等の改善 
 

３．労働者からの自発的な相談に対応 
  ⇒ コミュニケーション力の向上 ／ 傾聴法 
 

４．教育・研修 

現場管理の在り方を考える 
①３K職場の改善       ②モチベーションの向上 
③コミュニケーション力の向上 
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職場環境の改善・・・労働安全衛生マネジメントシステムの活用 

PLAN 
１．目的を明確にする・・・方針として明文化 
２．活動を具体化する・・・何を、どんな体制で、どのような方法で、 
３．目標を明確にする・・・意図する成果は何か 
 

DO 
１．ストレスチェックによる現状把握 【職場改善のリスクアセスメント】 
２．活動体制の整備 ３．ルールの明確化 ４．支援体制の整備 
 

CHECK 
１．分析による改善点の評価 ２．改善内容の優先順位 
 

ACTION 
１．環境改善方法の提案 
２．労働者への周知と活動に関する広報活動 
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５．まとめ【企業の継続的発展】 
 

企業のCSR・BCPの基礎づくりとなる人財育成 

中堅社員の育成 
自らの立場で何ができるかを考えさせる訓練を行う 
 

現代社会の変化についていくために何をすべきか 
 

社会的責任は？   
 

組織として何ができるか！⇒ 企業風土の変革 
 

不調者を出さない、出た時は、共助の精神で対応する 

リスクマネジメントによる企業運営の仕組みづくりと 
社員のモチベーションとコミュニケーション力の向上 
のための意識改革が必要 
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職場の健康増進へのアプローチ 
 

１．企業の事業継続をいかにすすめていくか 
 

２．そのための企業の現状を把握する 
  【ストレスチェックの活用】 
 

３．潜在するリスクはどこにあるのか【気づき】 
 

４．そのリスクに対してどう対応していけばよいか    
  【心の健康づくり対策、計画】 
 

５．その対策を実行する 【安全衛生管理計画】 
 

６．その効果を確認し、修正する【フォローアップ】 
 

７．企業をより強い組織に変革する 【企業風土】 
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ストレスチェックで現状把握 
 【潜在するリスクを調査する】 
 

集団分析で現状の課題を抽出 
 【職場環境のリスクを発掘】 
 

分析結果で職場改善対策を計画 
 【ストレッサーは何かを明確にする】 
 

計画の効果を確認・修正する 
 【次年度ストレスチェック結果】 

職場改善のポイント 
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健康増進のしくみづくり 

労働安全衛生マネジメントシステムによる衛生安全管理 
 

 健全な肉体に健全な精神は宿る 
 

 心・体の病が現場の安全の重大リスク 
 

 健康増進で健全な精神による職場安全の推進 
 

 周囲に気配り、コミュニケーションで相互認識 
 

 変化を気づき、早期対応 
 

 良好な人間関係で安全衛生活動の推進 
 

 みんなで共助、安心・安全・快適な企業風土の創造 
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ご清聴ありがとうございました 

e-mail : 

motonaga@fka.att.ne.jp 

ご質問・問合せ等ございましたら、
下記メールにご連絡ください 


